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は

に

一
九
三
六
年
三
月
に
、

子
は
ア

リ
カ
か
ら
日
本

っ
た
。
カ
ナ

で

社
会

に

た

子
が

八
年

り
に

た
日
本
は
、

う

フ
ァ
シ

ズ
ム

し
て
い
く

に
あ
っ
た
。

子
は
「

さ
き

み
」
（
『

造
』
一

九
三
六
年

月
）
、
「

さ
れ
た
る

の
」
（
『
中

公
論
』
一
九
三
七
年
九
月
）

な

、

者
と
下
層

の

さ
を

く

を

き
、
日
本
の
現
実

い
つ

こ
う
と
す
る

を
示
し
た
。
し
か
し
、

の

が
よ
く
な
か
っ
た
。
一

、
日
中
戦

後
、
日
本

の
要

を

、

く
の

が
「

公
」

と
し
て

し
た
。

子
は
「

文
人
に
お
く
る 

の
文
学
を

」
（
『

国

大
学
新

』
一
九
三
八
年
九
月

二
日
）
で

の

を

し
、
同
年

二
月
に
は
中

公
論
社
の

派

と
し
て
中
国

い
た
。

一
九
四
一
年

二
月
、

戦

を

に
、
上

は
全

的
に
日
本
の

下
に
入
っ
た
。

精

国

と
日
本

部
は
上

で
の

や
文

を
考

、
『

』
『

』
な

の

ロ

ガ
ン

を

っ
た
。

（

）

人

『
女

』

の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

し
て

野
心

の

に

よ
り
、

子
は
女

社
の

集

に
な
っ
た
。

『
女

』
は
一
九
四
二
年

五
月

五
日
か
ら
一
九
四
五
年
七
月

五
日

で
、
三
巻

三

八
冊
を

し
て
い
る
。子

は
中
国
在

、
日
本
国

い
く
つ
か
の
文

を

し

た
が
、

『
女

』

後
、

子
は
『
女

』
に

を

い
で
い
た
た

、
他

の

の

は
一
つ
し
か

で
き
な
い
。

に
『
女

』
は

年
の

子

の

と

を

る
た

の
一

の

と

よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

子
が

分
の

ン

ー
ム
で
『
女

』
に

し
た

の
は
、

の
四

し
か
な

い
。

こ
で

者
た

は
『
女

』
の
読
者

書

―
―

「
信

」
に

し
た
。

野
心

と
の
会

で
、
会

は
「
信

」
に
つ
い
て
、
「

さ
ん
が
全
部

一
人
で
書
き
、

て
た
」
、
「

に

訳
し
て

ら
い
、

に
考

て
、

の
カ
ナ

な

り
の

で
、
か
ん
で

る
よ
う
に

っ
て
、

に
中
国
文
に

さ

て
い
た
」

（

２

）

と

て
い
る
。

に
、

年
の

子
の

を
み
る
に
は
、

「
信

」
を

る

き
で
あ

う
。

『
女

』
に

す
る

は

年

に
増

て
き
て
い
る
が
、

的
な

が

く
、

的
な

に
つ
い
て
の

は

で
あ
る
。
『
女

』
の
「
信

」
と
い
う
コ
ラ
ム

に
つ
い
て
の

は
、

の

り
山

紀
子
の
論

文
の
み
で
あ
る
。
山

紀
子
は
中
国
人
に
「
信

」
の

を

訳
し
て

ら
い
、

の
中
の

的
な

を

し
、
解

し
て
い
る
。

（

３

）

し
て
、
山

は
「
（
「
信

」
は―

者

）

子
一
人
が

し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
「
私
」
で

戦
時
下
の
上
海
に
お
け
る
田
村
俊
子
の
声

― 

雑
誌
『
女
声
』
の
「
信
箱
」
を
め
ぐ
っ
て 

―

張
　
　
　
　
　
備
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は
な
く
「
私
た

」
と
し
て
読
者
と
の

流
を
は
か
っ
た
」
と

し
て
い
る
。

（

）

し

か
し
、
山

の
論
文
は
「
信

」
の

明
に
と

り
、
『
女

』
の
読
者
層

お
よ

子

と
の

に
つ
い
て
分
析
し
き
れ
て
い
な
い
。

た
、
「
信

」

の

の
分

と

分
で
あ
る
。

の

で
は
、
『
女

』
は
女

解

の

、

し
て

子
が
中
国

人

を

か
ら

さ

る
た

の
実

の

と
し
て

ら
れ
て
い
た
。

（

）

し

か
し
、
実

に
『
女

』
と

子
の

が

こ

で
中
国
の
女

に

わ
っ
て
い

た
の
か
、

子
が

の
よ
う
に
中
国
の
女

を

よ
う
と
し
た
の
か
と
い
う

に
つ
い
て
は
、
よ
り

に
分
析
す
る

要
が
あ
る
。

本

で
は

に
『
女

』
の
「
信

」

と

の

か
ら
『
女

』
の
読

者

と

集
者
の

を
分
析
し
、
「
信

」
に
お

る

子
の
中
国
女

解

の

と
、

の
上

に
お

る

『
女

』
の

を
考

る
。

一 

「
信

」
と
『
女

』

 

一
九
四
二
年
五
月

五
日
、

人

『
女

』
は
上

で

さ
れ
た
。

号
に
は
「

論
」
、
「

」
、
「

人
と

」
な

、

三
の
コ
ラ
ム
が

ら
れ
た
。
「
信

」
は
『
女

』

号
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
第
一
巻

第
四

か
ら

っ
た
。
し
か
し
、

号
の
「

」
（

集
後

に
あ
た
る
）

に
は
「
信

」

の

が
あ
る
。

号
か
ら
本

は
「
信

」
と
い
う
コ
ラ
ム
を

す
る

で
あ
る
。
私
た

の

―
―

女

が

を
上

る―
―

を
実

す
る
た

、
読
者
た

か
ら

の

を
集

て
、

の
中
の

い

の
掲

す
る

。
私
た

は

が

的
に
こ
の
コ
ラ
ム
に

す
る
の
を

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
を

な
い
と
い

な
い
。

（
一
）

書
か

書
で
書
き
、

の
お

て

の
み

用
す
る
こ
と
。

（
二
）

前
と

は

ら
な
い
。
掲

す
る

は

ン

ー
ム
で

構
わ

な
い
。

（
三
）

は
女

に

す
る
問

に

る
。
掲

す
る
か

う
か
に

わ
ら

、

っ
た

は
一
切

し
な
い
。
（
『
女

』
第
一
巻
第
一

）

つ

り
、

の

か
ら

集
者
た

に
は
「
信

」
を

す
る
考

が
あ

っ
た
。

の

的
は
、
女

の

を

間
に

信
し
て
い
く
た

で
あ
る
。
し
か
し
、

「
信

」
は
第
一
巻
第
二

、
第
三

に
は
現
れ
な
か
っ
た
。
第
二

の
「

」

に
「
掲

が

す

て
、
「
信

」
は

月
に

る
」
と
理

が

ら
れ
て

い
る
。
第
三

に
は
「
信

」
が

っ
て
な
い
理

に
つ
い
て
の

は
な

い
が
、
お

ら
く
第
二

と
同

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
第
四

の
「

」
か
ら

る
。
「
信

」
が
現
れ
た
第
一
巻
第
四

の
「

」
で
は
「
掲

が

す

て
、

が
な
く
、

月
は
一
頁
の
み
掲

し
た
」
と
、
「
信

」

コ
ラ
ム
の
掲

に
つ
い
て

て
い
る
。
「
信

」
は
第
一
巻
第
四

（
一
九
四

二
年
八
月
）
に

生
し
て
か
ら
、
第
四
巻
第
二

（
一
九
四
五
年
七
月
）

（

）

の
『
女

』

に

る

で
、

っ
と

で
一

中

さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

た
、

深
い
の
は
、
「
信

」
が

生
し
た
第
四

に

子
の

が

て
い
る
と
い

う

で
あ
る
。
お

ら
く

子
は
「
信

」
と
『
女

』
の

集
に
集
中
し
た
た

に

を
書
く

裕
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ

う
。

と
こ

で
、
日
本

部
と

精

国

か
ら

を

ら
っ
て
い
た
『
女

』
は
、

の
読
者

は

く
な
か
っ
た
こ
と

で
き
る
。

の

（

）
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イ
ン

ー
に
、

の
よ
う
な

が
あ
る
。

 

『
女

』
の

は
中
国
の
出
版

の

と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

れ
ば
す

に
日
本

が
出

し
た

と
わ
か
る
。

に
、
『
女

』
が

日

を

つ
読
者
と

者
を

う
こ
と
は

の
こ
と
で
あ
る
。
（
中

）
私

が

て
『
女

』
を

た
と
き
に
、
す

に

の

と
レ
イ
ア

ト
か
ら
、

れ
は
日
本
人
が

っ
た

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

か
ら
私
は

き
で
は
な
か
っ
た
。

な
く
と

私
が

っ
て
い
た
中
学

の
同

生
た

は

『
女

』
を
あ
ん

り
読

な
か
っ
た
。（

）

日

を

っ
て
い
る
読
者
や

は
『
女

』
か
ら

か
っ
て
い
っ
た
。

た
、

人

と

さ
れ
た
『
女

』
は

や
文

に

て
読
者

が

な
い
の

の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
「
信

」
に
掲

さ
れ

た

く
の

が
、
女

社
に
よ
っ
て

造
さ
れ
て
い
た
と
い
う

は
あ
る

の
か
。
実
は
、
『
女

』
第
二
巻
第

二

の
「
信

」
に
は
「

に

の
「
信

」
で

分
の

前
が

っ
て
い
る
の
を

つ

た
。
し
か

実
と

う
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
。
私
は

れ
を

て

に
悲
し
か
っ
た
。
な

な
女

が

こ

で
人
に

ら
れ
る
の
か
」
、
「
私
は

の
学

に

っ
て
い
る

、

の

本
分
を

り
、
よ

の

ら
な
い
人
と
は
一
切

し
て
い
な
い
」
と
、

分
の

前

と

人

が
「
信

」
で

用
さ
れ
た
こ
と
を

て
い
る

が
あ
る
。
つ

り
、

人

が

用
さ
れ
て
「
信

」

の

に
用
い
ら
れ
て
い
る

ー
ス
は

か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

の

は
こ
の
一

し
か
な
い
。

れ
に
、

し
女

社
の

集
者
た

が
こ
の

を

造
し
た
の

と
し
た
ら
、
実

在
の

人

（
し
か

上

在

で
は
な
い
人
の

人

）
は

わ
な
い

の

と
考

ら
れ
る
。

た
、
わ

わ

の

で
掲

し
て

の
イ

ー
ジ

を

く
す
る
は

な
い
。
さ
ら
に
、
「
信

」

を
全

的
に

る
と
、

れ

れ
の

は

人

で
は
な
く
、

や
文

で

異
な
っ
て
い
る
。

上
か
ら
、

集
者
が

造
し
た

は

い
と
考

る
。

た
、
『
女

』
は

日

を

つ
人

を
読
者
層
か
ら

っ
て
い
る
が
、

の

は

く
な
か
っ
た
。『
女

』
の

的
な

部

に
つ
い
て
は
「
五
、

六

冊

」
（
９
）

と
い
う

解
と
「
一

冊

て
い
る

」
（

）

と
い
う

解
の
二
つ
が
あ

る
。

か
な
り

れ

き
の
よ
か
っ
た
文

『

象
』
と
『

』
は
一

ら
い
の

（

）

っ
た
と
い
う
こ
と
を
考

る
と
、

人

『
女

』
の

の

は
五
、
六

冊
の

が
実

の

と

い
で
あ

う
。

、

を

す
る
た

に
は

な
く
て

冊

上
の

が

要

っ
た
と

（

２
）

わ
れ

て
い
る
の
で
、
『
女

』
の

れ

き
は

し
て

く
な
い
。
『
女

』
は

の

中
国
に
お
い
て

れ
な
り
の
読
者
を

し
て
い
た
は

で
あ
る
。
読
者
か
ら

く
の

が
あ
っ
て

は
な
い
。

読
者
と
の

流

を

し
た
の
は
『
女

』
か
ら

っ
た

の
で

な
い

し
、
『
女

』

の
や
り

で

な
い
。
『
女

』

前
の

人

や
文

読
者

流

を

て
い
た
。
さ
ら
に
、

子

の
『
女

』
は

の

『
女

』
（
一
九
三
二
年―

一
九
三
五
年
）
を

し
た
と

わ
れ
て

い
る
が

（

３
）

、
こ
の

の

「
信

」
コ
ラ
ム
を

し
て
い
た
。
し
か
し
、

子

の
『
女

』
の
「
信

」
コ
ラ
ム
は
他
の

よ
り

い

を

て
い
る
。

の

が

し
て
い
る

に
「
信

」
の

は

号
の
一
頁
か
ら
後

の
四

頁
に
増

、

す
る
人

は
二
、
三
人
か
ら
九
、

人
に

の

っ
た
。
実
に

集
者
た

の

と
「
信

」
の
人

を
あ
ら
わ
し
て
い
る

と

よ
う
。
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二 

「
信

」
の
読
者
層

『
女

』
の

号
の
巻

で
、
「
女

」
の

は
「
（
一
）
女

の

（
二
）

女

の
た

の

（
三
）
女

か
ら
の

」
と
、
解

さ
れ
て
い
る
。
つ

り
、
『
女

』
は

本
的
に
は
女

の

と
考

て
よ
い
。
『
女

』
の
読
者
層
に

つ
い
て
、
第
二

の
『
女

』
の
「

」
で
は

の
よ
う
に

ら
れ
て
い
る
。

私
た

が
「
女

」
を

す
る

大
の

的
は

の

を

く
と

同

に
、

の

を

く
こ
と

。
た
く
さ
ん
の
読
者
に
読
ん
で

ら
う

た

に
、
私
た

は

五
、
六
の
コ
ラ
ム―

―

論
、

な

―
―

を

し

て
い
る
。
（
中

）

集

の
み
ん
な
が
「
女

」
の
読
者
に
は
女

で
は

な
く
、
き
っ
と
男

い
る
と

っ
て
い
る
。
社
会
全

に
お
い
て
の
男

と
女

の
つ
な
が
り
は

で
あ
り
、

問

男
女

の

か
ら

れ
て
は

い

な
い
の
で
、
第
三

か
ら
は
「
女

」
の

を

、
女

の

と

に

心
を

っ
て
い
る
男

読
者
か
ら
の

と

き
た
い
。

と
女

の

の

さ
を
考

て
、

月
号
か
ら

を
新

す

る
。
読
者
た

に
は
こ
の
コ
ラ
ム
を

用
し
て
、
子

の
読
書

の

を

し
て

し
い
。
こ
れ

教

の
一
つ
の

さ
な

か

し
れ
な
い
。

右
の
引
用
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

集
者
た

が

し
て
い
る
読
者
は
、
社
会

層
か
ら
み
れ
ば
、

に

層
で
あ
る
。

か
ら
み
れ
ば
、
女

で
は

な
く
、
女

問

と
女

解

に

心
を

っ
て
い
る
男

、

子

れ

て
い
る
。

た
、

上

で

っ
た

に
よ
る
と
、
「
『
女

』
を

読
ん
で
い
る
人
が
い
る
。

層
の
人

読
ん
で
い
た
」
、
「
読
者
は
お

ら
く

店

、
会
社

、
教

が

い

う
」

（

）

と

て
い
る
。

 

で
は
、
「
信

」

者
の

ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら

て

れ
る
読
者

は

の
よ

う
な

の
な
の
か
。

に

理
し
て
み
た
。

は
全
部
で
二

で
あ

る
。
「
信

」
に
お
い
て
は
、

に
読
者
か
ら
の

文
が

の

に
引
用
さ
れ
、

後
に

集
者
が

文
に

る
形
を
と
っ
て
い
る
。

集
者
は

読
者
に
「

集

生
」
と

ば
れ
、
「

集

生
」
は

者
を
「

前

女

・

・

生
」
と

ん
で

を
す
る
。

掲

を

る
と
、

の
第
一
巻
第
四

の
二

に

て
、
第
二
巻

は
五
、
六

、

し
て
第
三
巻
は

八
、
九

で

が
増

、
「
信

」
が

ん

ん
人

を

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

在

を

し
た

は

な
い
。
し
か
し
、

か
ら

る
と
上

に
い
る

読
者
か
ら
の

が
一

い
と
考

ら
れ
る
。
『
女

』
の

を

る
と
、
第

一
巻
第

、
『
女

』
は
上

の
本

経

（

本
店
）

に
、

分

（

店
）
と
し
て
、

、

、
無

、

、

、

、

、
松

、

、

（
の

、

な

を

て
三

二
書

店

で
増

た
）
の

五
書
店
で

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
、「
信

」

の

者
の
分

と
し
て
は
、
上

で
な
く
、
他
の

に

者
が
い

た
。

者
が

で
明

し
た

に
は

、

波
、

、

、

、

松

が
あ
る
。

者
の

在

は

本
的
に

り

い
店
の

在

と

し

て
お
り
、

に
上

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

た
、
年

と

に
つ
い
て
、
二

の

の
中
で
、
本
人
の
年

に

が
あ
る
の
は
八

二

で
あ
り
、
う

は
三

人
、
二

五

一
人
、
三

は
一
人
で
あ
る
。
年

が
は
っ
き
り
と
わ
か
る

で
一

年

の

者

は
一
五

が
、

れ
よ
り

い
と

ら
れ
る

学
五
年
生
の

あ
る
。
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の

が
あ
る
の
は

八

八

で
あ
り
、
う

男

は
五

三

で
あ
る
。
男

の

は
第
二
巻
第
七

か
ら
現
れ
る
。
し
か
し
、
第
二
巻
第

に
、
「
第
二
巻
第

七

を
読
ん
で
、

集
者
た

は

に

わ
ら

、
全
て
の

年
た

の

み

い
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を

り
、
本

に

し
い
」
と
い
う
よ
う
な
読
者
の

が

あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
男

読
者
は
第
二
巻
第
七

よ
り
前
か
ら
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

に
、

集
者
た

が
「

」
で

し
た

り
、
『
女

』
の
読
者

に
は
男

女

い
る
。
し
か

男

の

か
ら

る
と
、
男

読
者
の

は
か
な
り

い
は

で
あ
る
。

学

を

て
み
る
と
、

学
と
中
学

の
学

を

し
て
い
る
の
は
四

一

で
、

と
大
学
は

七

で
あ
る
。

は
学
生
が
一

く
二

四

あ

り
、

の

は

の

と
教

（

七

）
で
あ
る
。
他
に

い
六
人
、

人
四
人
、

者
三
人
と

女
二
人
が
い
る
。

た
、

分
の

に
つ

い
て

れ
た
人

い
る
。
か
な
り
裕

な

で

ら
し
て
い
る
人
は
二

一
人

で
、

し
い

は

人
い
る
。

分
の

は

の
生

と
書
い
た

は
四

し
か
な
い
が
、
全

の

を

ら
し

わ

て
み
る
と
、

し
い

の

者
は

な

う
に

る
。

つ

り
、
第
一
巻
第
二

の
「

」
に
書
か
れ
て
い
る

り
、

本
的
に
『
女

』
の
読
者
は

層
の

者
が
一

く
、

し
て

間
に

裕
の
あ
る
中

と

に

て
い
る

者

れ
て
い
る
。
し
か
し
、

層

と

っ
て

、

の
中
国
の
女

教

は

分
に
は

し
て
い
な
い
の

で
、

教

と
中

教

で
の
読
者
が
一

く
な
っ
て
い
る
の

と

で
き
よ
う
。

無
論
、

者
の
デ
ー

を
集

て
『
女

』
の
読
者
層
を

し
た

で
は
、

本

の
読
者
層
の
デ
ー

と
は

れ
て
し

う

が
あ
る
か

し
れ
な
い
。

し
か
し
、

な

が
わ
か
ら
な
く
て

、
『
女

』
が
上

か
ら

・

、

裕
層
か
ら

層
、

層
か
ら

者
、
女

か
ら
男

と
子

で
、
か

な
り

い
読
者
層
を

っ
て
い
た
こ
と
は

で
き
な
い
。

三 

「
信

」
と

子

さ
て
、

に

子
が
一
人
で

し
た
と

わ
れ
る
「
信

」
に
は
、

の
よ
う

な

が

ら
れ
て
い
た
の
か
。

し
て
、

子
は

の
よ
う
に
女

た

に
女

解

を

、
中
国
女

を

よ
う
と
し
た
の
か
。
「
信

」
の

と

の

を
み
て
い
く
。

で
示
し
た
よ
う
に
、
「
信

」
の

は
大

八

に
分

ら
れ
る

・

 

・

 

学 

・

 

・

 

『
女

』
に

す
る

問
（
ア
ド

イ
ス
・

問
・

文
・

・

入
な

）

人
間

 

の
他
（
病

・

の

な

）
。

の
う

、

の
過

は

・

に

す
る
問

で
、

四

あ
る
。

の

に

い
の
は
、

・

の
二

六

と

学
の
二

三

で
あ
る
。

下
に

分

の
中
で

的
な

の
を

し
て
い
き
た
い
。

三

一 

・

 
の
中
で
一

い
の
は

・

に

す
る
問

で
あ
る
。
『
女

』
は

人

で
あ
る
た

、
実

に

り
の

と

よ
う
。

は
第
一

巻
第
六

の

の

を

て
み
よ
う
。
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私
は
二

一

の
女

で
あ
る
。
私
の

は
裕

で
、
女
中
を

っ
て
い

た
。

の
全
て
の

は
女
中
が
や
っ
て
い
た
。
（
中

）

が

を

ら
っ

て
、

の
経

を

に

し
た
。

女
は

の
た

と
い
う

実
で
女
中

を
ク

に
し
て
私
に

を
や
ら

た
。
（
中

）

 

の
死
で
す
で
に
悲
し
ん
で
い
る
私
は

の
い

を

て

に

し
ん
で
い
る
。

す
れ
ば

か
ら

れ
ら
れ
る
と

う
が
、

の

に

に
入
ら
れ

う
な

が

つ
か
ら
な
い
。

分
で

う
と

し
て
い
る
が
、

が

れ
を

さ
な
い
の
で
、
な
か
な
か
男

と

る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
。

（
中

）

ん
な

法
を

ば
、

の

を

ら
れ
る

う
か
。

し
て
、
理

の

を

つ

て

に
な
る
に
は

う
す
れ
ば
よ
い
か
。
（
第

一
巻
第
六

）

者
の

は
裕

で
女
中
を

っ
て
い
た
が
、

が

く
な
り
、
新
し
く

た

は

者
を
い

て
い
る
。

た
、

を

っ
た

は
、

者
（

）
が

を

す
こ
と
を

さ
な
い
。

に
、

者
は

の

を

る

法
、

し
て
理

の

を

つ

て

に
な
る

法
を

き
た

が
っ
て
い
る
。

者
は
、
「
あ
な
た
の

み
は

人
的
な
問

で
は
な
く
、

の
女

同

の
問

で

あ
り
」
、
「

の

み
の

大
の

は
経

問

で

あ
る
」
と

て
い
る
。

た
、
「

は
生

の
一

で
、
出

で
は
な
い
。

を
出

と
み
る
な
ら
、
一
つ
の

者
の

か
ら

う
一
人
の

者
の

に

る
こ
と
に
な
る
」
と

て

い
る
。

分
の
生

を

て
る
技

を
学

、
経

的

を
実
現
さ

た
ら
、

を

す
の

や
り
や
す
く
な
る
。

し

て

、

に

さ
れ
な
い
こ
と
を

者
に
強
く

て
い
る
。

 

者
は

と

に
お

る
女

の
問

を
解

す
る
た

に
は
、

経

的

を
実
現

ば
な
ら

と

し
て
い
る
。

の

は
、
こ
の

に

ら

、
他
の

・

に

す
る

の

に
お
い
て

り

さ

れ
、
強

さ
れ
て
い
る
。

ば
、

に

ら
れ
た

に

し
た
が
っ
て
い

る
読
者
か
ら
の

か
な
り

い
。

者
は
同

よ
う
に
、

や

出

を
す
る
前
に
経

的

の
問

を
解

す

き

と
ア
ド

イ
ス
し
て
い
る
。

 

子
の

の

の
『

女
の
生

』

『
中

公
論
』
一
九
一
五
年
七
月
）

で

、
同

問

が

か
れ
て
い
る
。
文

で
経

的

を
は
か
っ
た

い

女

は
、

人
の
出
現
で

を

た
。
し
か
し
、

し
て

学
を

よ
う

と
し
た

女
は
、

と
出

、

な

の
問

で
、
な
か
な
か

で
き
な
い
。

女
は

れ
を
「

」
の

と
し
て

入
れ
、

分
を

し

る
。
こ
の

よ
う
に

子
は

か
ら
す
で
に
女

の
経

的

の
問

に

心
を
示
し
て

い
た
。
女

を

と

の

か
ら
解

す
る
に
は
、

に

分
で

い
て
経

の
問

を
解

し
な

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な

子
の
考

は
、
『
女

』

で

い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
、
第
三
巻
第
二

に
は
、
理

か
ら
、

分
が

ん
で
い
る

で
は
男
子

は

二

前
に

し
て
い
る
の
で
、
男

と
女

の

、

を

に
つ
い
て

き
た
い
と
い
う

問
が
あ
る
。

者
は
、
一

的
に

う

と
、
男

の

は
二

五
か
ら
三

で
、

く
て

二

、
女

は
二

二

か
ら
二

五

で
が
い
い
と

て
い
る
。
男
女
と

、

と
心
の

健
全
な

を

て
か
ら
、

を
考

る

き

と

し
て
い
る
。
と
こ

が
、
大

五
年
に

子
は
女
子
の

に
つ
い
て
、

の
よ
う
に

て
い

る
。

（
女

の

は―

者

）
二

、
二

一

の
年

が

ら
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う
と

す
。

女
学

を

し
て
か
ら
、
全
く
学

の

を

れ

て
し

つ
て
、
一
二
年

に

て
、
本

の

の

を

つ
た
と
こ

が

い

で
す
。
あ
ん

り

く

に

れ
て

と

が
生

て

す

か
ら
、
新
な

を
他
に

る

に
つ

ら
な
い

な

に

さ
れ
る

と
、

れ
か
ら
後
は

人
の

が

に

さ
れ
て

た
り
し
て
、

つ
て

い

と

す
。

（

）

『
女

』

の

子
が
考

る
女

の

は
、

前

女
が
考

た
年

よ
り

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

い
が
生

た

は
わ
か
ら
な
い
が
、

女

の

教

の

と

が
あ
る
と

者
は

し
て
い
る
。

す

き

は
、

く

に
い
て
「
新
な

を
他
に

る

に
つ

ら
な

い

な

に

さ
れ
る
と
、

れ
か
ら
後
は

人
の

が

に

さ
れ
て
」

し

う
、
と
い
う
考

で
あ
る
。
「
信

」
の

問

に
つ
い
て
の

に
は
、

な

男

（
女

）
は

し
な

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
よ
う
な

問

い

く
つ
か
あ
る
。

れ
に
対
し
て

者
は
、

は

で
、
「
人

生
理
の

か
ら

わ
な
い
」
、
「

で
「

」
に

す
る
文

を

た
く
な
い
」
と
、

を
強
く

し
て
い
る
。
つ

り
、

と

は

重
に

う

き

が
、

し
な
い
の
は

対
で
あ
る
と
い
う
こ
と

。
「

」
は
、

子
の
考

で
は
、
人
の

を
「

に

」
す
「
つ

ら
な
い

」

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

三

二 

・

学

 

の

で

と
男

の

か
ら

れ
ら
れ
な
い
女

に
対
し
て
、

者
は
「
経

的

」
の

要

を
強

し
て
い
る
。
一

、
す
で
に

し

て

す
る

を

っ
て
い
る
女

た

、

く
の

に

し
て
い
る
。

ば
、

の
よ
う
な

が
あ
る
。

私
は

の

読
者
で
、
一
人
の
女
学
生
で
あ
る
。
私
の

は
か
な
り

し

い

で
あ
る
。
（
中

）
私
は

中
学

を

し
た
が
、

の
た

に

学
問
を

た
い
（
中

）
し
か
し

私
の

で
は

に

す
る
こ
と
さ

し
い
の
で
、

学
は
無
理
で
あ
る
。

学
を
や

て

分
で

強
し
よ
う
と

っ

た
ら
、
本
（

考
書
）
を

う
お

が
な
い
。

し
よ
う
と
し
て

、

が

り
な
い
の
で
無
理

と

う
。

か
ら
私
は

日

ん
で
い
る
。

生

は

心
で

実
な
人
な
の
で
、
き
っ
と
私
の
よ
う
な

し
い
学
生
の
た

に
い

い

法
を
考

て
く
れ
る
で
し

う

（
第
二

第
四

）

者
は
こ
れ
に
対
し
、

の
社
会
に
お

る

的
な
問

で
あ
る
と

て
い
る
。

た
、

強
は
学

で

で
き
る
の
で
、

は

の

学

を

し
た
り
補

学

に

っ
た
り
し
て

門
的
な

と
技

を
学

、

れ
が
無
理
で
あ
れ
ば

本

で
本
を

っ
て

学
す
る
か
、
八

の

書

で

本
が
読

る
の
で

う
し
た

の
を

用
す
る
よ
う

て
い
る
。

『
女

』
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
な

強

う

く
い
か
な
い

し
い

年
か
ら
の

は

い
。
こ
の
よ
う
な

を

る
と
き
に
、

者
が

に

っ
て
い
る
の
は
「

門
的
な

」
と
「

分
の
生

を

て
る
技

」
で
あ
る
。

つ

り
、

に

し
て

す
る
に
は

分
な

強
と

が

で
あ
る
。

し
て
、

が
強
く
、

な
人

が
で
き
る
。

子
は
ア

リ
カ
か
ら

国
後
に
書
い
た

ッ

イ
で
、
「

後
の
女

は
、
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よ
り

門
的
な

に

す
る
技

を

す
る
こ
と
が
第
一
に

要
な

こ
と
で
す
。
あ
ら

る

つ
て

な

を

分
に

て
、

的
な

実
な
生

の

を

る
こ
と
で
す
」

（

）

と
、

後
の
日
本

人
の

の

を

て
い
る
。

し
て

の

を
『
女

』
に

で

入
し
、
中
国

人
に

信
し

て
い
る
。

者
は
、
女

解

を
読
者
に

た
り

者
を

し
た
り
す
る

、
「
八

の

書

」
を

る
よ
う
に
、

的
な

と

強

法

し
て
い
る
。

ば
、
第
二
巻
第
一

の

者

は
、
学

を

し
て

し
た
後

学
問
を
し
た
い
な
ら

ん
な
本
を
読
む

き
か
と
い
う

問
を
し

た
。

者
は
こ
れ
に
対
し
て
、
社
会

と

を
理
解
し
、
文

の

を
上

る

き

と

い
、
お

の
新

と
本
を

し
て
い
る
。
お

の
新

と

し
て
は
「

」
が

さ
れ
て
い
る
。
本
は

の
「

」
、
「

」
、
「

」

と

の

、
中
国

の

が

ら
れ
て
い
る
。

し
て
、
「

国
の

は
中
国
よ
り

大
」

か
ら
、

国
の

、

ば

ル
ゲ
ー

フ
や
ト
ル
ス
ト

イ
の

を
読
む

き

と

て
い
る
。

子
は

の
書

で
、

分
は

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
と
ド
ス
ト

フ
ス

ー
な

の
本
を
読
ん
で
い
る
こ
と
を
書

い
て
い
る
。

（

）

た
、
中
国
人

集
者

を
女

社
に
入
れ
た

下

の

大

は
、

子
は

を

に

重
し
て
い
る
と

っ
て
い
た
ら
し
い
。

（

）

う
し
た

子
の
読
書
に
つ
い
て
の

は
「
信

」
の

に
書
か
れ
た

と

一

し
て
い
る
。

本
の

店
を

し
た
が
っ
て
い
る
読
者
か
ら
の

を

ら
っ
た

、

集

者
は
実

に

店
や
新

社

で

に

き
、
店
を
出
す
た

の

き
、

、

に
つ
い
て

て
か
ら
、

し
く

て
い
る
。
読
者
を
で
き
る

よ
う
と
す
る

集
者
の

が

る
。
さ
ら
に
、

者
は

で
の

を

て
、
読
者
に

会
っ
て

を
し
よ
う
と

し
て
い
る

ら
れ

る
。
戦

で

が

れ
、

が

く
な
り
、

の

が

に
な
り
、

さ
れ
た

と

の
た

に

が
な
く

に
入
っ
た

女
か
ら
の

で
あ
る
。

女
は
社
会
に

さ
れ
て

前
に

み
た
い
の
で
、

分
の

強
で
き
る
補

学

と

、

が
無

で
入
学
で
き
る
学

を

し
て
い
る
。

者
は
「
私
た

は

あ
な
た
の
こ
と
に
同

を

な
が
ら
、

し
て
い
る
」
、
「
私
た

は
あ
な
た

に
会
っ
て

し
た
い
。

か
の

法
が

つ
か
る
か

し
れ
な
い
」
と
、

女

に

会
っ
て

よ
う
と
し
て
い
る
（
第
二
巻
第
四

）
。

す

き
は
、
戦

で

が

れ
た
と
い
う
「
信

」

の

は

い
が
、

う
し
た

に

す
る

者
は
戦

に
つ
い
て
一
切

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
女

』
で
は

的
要

を
で
き
る

し
た
い
と
い
う

子
の

い
の
た

か
。

三

三 

・

人
間

 

の
問

に
つ
い
て

す
る
人
が
大

を

る
が
、

に

す

る

問

な
く
な
い
。

の
中
で

に

に

す
る

の
が

い
。

私
の

は

の
な
い

人
で
あ
る
。
私
の

は
経

的
な
問

が
な
く
、

つ

な
生

を

っ
て
い
る
の
で
、

女
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
い
う

を

に
つ

て
し

っ
た
。

女
は

に

に

れ
、

ら
れ
た

間

に

な
い
。

し
て

の
全
て
の
こ
と
と
子

の
教

を
全
部
無

な

の
女
中
に

る
。

は

と

と

で

な

人
で
、

で

で

ら

ら
し
て

こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
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は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に

れ
て
い
る

を

て
、

は

で
精

き

て
、

は

に

っ
て

の

が
な
い
と

て
い
た
。
（
中

）

は

か
の

を
経
て
、

は

日

に
い
か
な
い
と
い

な
い

に
な
っ
て

い
る
。
（
中

）

の
よ
う
な

法
で

の

り
を

的
に

る
か
。

し
て
私
は
如

に

の
問

に
対

し
、

全

を

し

る
か
。
（
第

一
巻
第
五

）

者
は
裕

な

に
生

れ
た
。

の
た

、

に

ら
な
い

が
ギ

ャ
ン
ブ
ル
と
い
う

い

を

に
つ

、
子

と

に

無

心
に
な
る
。

し
て
い
く
妻
を

て
、

っ
た

は

、

ン
ス

ー
ル
な

の

く
よ
う
に
な
る
。

者
は

を

る
た

に
、

集
者
に

を

り
さ

る

法
を

う
。

者
は
、

の

と

を
切
り

と
し
て
、

読
書
、

な

を

る
。

し
て
、

と

人
の
中
で

が
信

で

き
る
人
を

し
て

を

す
る
こ
と
を

す
る
。

た
、
第
二
巻
第
三

の

者

は
、

分
は

の
「

」
、
「

」
、

「

」
の
中
の

の
よ
う
な

的
な

に
生

れ
、

た

の

い

が

に
入
ら
な
い
た

、

的
な

を

つ
人
と

流
す
る

法
が

り
た

い
と

集
者
に

い
て
い
る
。

者
は
、
「

の

年
た

は
「

」
、
「

」

の

年
よ
り

に

し
、
現
実
を

し
て

を

り

る
こ

と
が
で
き
る
は

で
あ
る
」
の
で
、

に
な
っ
て

す
る

き

と

て
い

る
。一

、
人
間

に

す
る

で
は
、

を

た
異

と
の

問

あ
る
し
、

中

に
つ
い
て
の

問

あ
る
。

ば
、
第
三
巻
第
七

に
、

ン
ス

ー
ル
で

く
女

は
、

の

ン
ス

ー
ル
の
社

と

が
あ

る
と

の
人
た

に

解
さ
れ
、

な

い
を

て
い
る
の
で
、

分
の

の

白
を

明
し
た
い
と
い
う

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

に
対
し
て
、

者
は
「

分
が

で
あ
れ
ば
、
わ

わ

明
す
る

要
は
な
い
」
と
、

者
た

を

る
。

三

四 

・

 

女

解

の
問

を
論

る

に
、

の
問

さ
れ
て
い
る
。

に

の
問

は
女

解

の
中
で
、
よ
く

の
一
部
と
し
て

さ

れ
て
い
る
。
「
信

」
に

こ
の
よ
う
な

問
が
あ
る
。
第
二
巻
第

二

に
、
あ

る

八

の
女

か
ら
の

が
あ
る
。

の
女

は

に

わ
れ
、

人
と

の

を

っ
た
。

人
は

女
の

に

を

ん

が
、
二
人
の

を

ら
な
い
た

、

女
の

が

を

っ
た
。

れ

、
女

の

人
は

い

を
し
に

っ
た
。

の
女

は

人
と

を

つ
の
が

と
考

、

し
て

に
二
人
の

の

を

に

白
す
る
か

う
か
を

集
者
た

に

問
す
る
。

者
は
、

「
あ
な
た
の
考

は
間

っ
て
い
る
の

。
女

が
男

と

を

っ
た
こ
と
を

と

っ
て
は
い

な
い
」

と

し
、

し
て
「
男
女

は
、
心
か
ら

で
全
部

が
、

に

や
ら
な
い
と
い

な
い
。

う
で
な
い
と
、

を
す
る
の
で
あ
る
」
と

者

に

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
他
の

者
に
い
つ

強

し
て
い
る
よ
う
に
、
経

的

お
よ

と
技

を
学

こ
と
を

的
に

て
い
る
。
第
二
巻

第
八

の

に
お

る

の

の
問

に
つ
い
て
、

者
は
同
号
に

ら
れ
て
い
る
「

一

的

」
と
い
う
文

を

て
い
る
。

の

文

は

が
書
い
た

の
で
あ
る
。
文

の
中
で
は
、
「
私
た

は

な
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と
い
う

か
ら

を

す
る

き
で
あ
る―

―

中
国
は

と
い
う

念

を
男

に

わ
な
い―

―

し
か
し
社
会
の

を

り
、

中
の
人
が
間

っ

た

に

つ

ら
れ
る
の
を

た

に
」
、
「

を

と
に
し
て
、

に

か
ら
れ
た
異

の

を

対
し
な
い
と
い

な
い
」
と
、
健
全
な

の
重

要

に
つ
い
て

明
し
て
い
る
。
「

念
は
下

な
考

が
、

な
し
に

異

と

を

つ

健
全
な

で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な

は
、

「
信

」
の

に

ら
れ
る
。

と

子
の
女

解

の

す
る
部

分

こ
こ
か
ら

し

る

う
。

た
、

法
に
つ
い
て
の

あ
る
。

者
は
現

の

法
を

し
く

し
て
い
る
。

 

す

き
は
、
日
本

に
お
い
て
、

子
が

と
し
て

し
て
い
た

『

』
は
、
一
九
一
四
年
か
ら

に
か

て
、
「

、

、

」
論

を

こ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

れ

の
日
本
の

・

新

の
中
で

な

論
が

わ
れ
て
き
た
。

ば
、

野

は
「

に

い
て
の

」

『

』
五―

二
、
一
九
一
五
年
二
月
）
で
「

を
中
心
に
し
た

男
女
の

の
間
に
は

と

や
う
な

の
は

要
」
と

る
。

ら

い
て
う
は
「

女
の

」

『
新
公
論
』
、
一
九
一
五
年
三
月

で
、
「

て
の
女

子
は

女
が

す
る

女
を
之
れ
を

て
る
に

な

に

す
る

で

大
切
に

た

ば
な
ら

」
、
「

な

に
あ
り
な
が
ら
、
な

て
な
い
の

し
く

で
あ
る
」
と

女
を

て
る

に

す
る
。
こ
れ
ら
の

は
、
男
女
の

は
「

」
で
「
健
全
な
」

を
前

と
す
る

き

と
い
う

子
や

の

と

て
い
る
。
い

れ

男
女
の

を
社
会

と

念
か
ら
で
は
な
く
、

に

す
る

人
の

の
と

し
て

し
、

し
て
精
神
的
な

を

つ
こ
と
、
つ

り

一

の

要

を

し
て
い
る
。

三

五 

『
女

』
に

す
る

問

 

「
信

」
の

は

人
の
問

が
大

を

て
い
る
が
、
『
女

』
の

と

者
な

に

す
る

な
く
な
い
。
前

の
『
女

』
は
、

は

す
る

な
の
で
、

の

と

集

の

第
二
巻

前
に
集
中

し
て
い
る
。

ば
、
第
一
巻
第
五

で
は
、
女

の

な
問

（

、

、

教

、

生
や

な

）
を

す
る
コ
ラ
ム
と
「

人
と
法

」
コ

ラ
ム
を
増
や
し
て

し
い
と
い
う

が
あ
る
。

者
は
、

が

な
い

の
で
コ
ラ
ム
を

る
の
が

し
い
が
、

し
ス

ー
ス
が
あ
れ
ば

後
は

り
た

い
と

て
い
る
。

た
、
第
二
巻
第
五

に
は
、
読
者
が

し
や
す
い
コ
ラ
ム

を
増
や
し
、

い

論
や
生

の

を

く

用
し
て

し
い
と
い
う

が
あ
る
。

者
は
、
「

に

い

な
の
で
、
こ
の

を

入
れ

た
い
」
と
、

者
の

を

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
文

」
の

を

増
や
し
て

し
い

が

い
と
い
う
こ
と
は
、
第
二
巻
第
六

の
「

」
に

れ
て
い
る
。

 

『
女

』
に
掲

さ
れ
て
い
る
文

に
つ
い
て
の

は
、

に
読
後
の

と

文

・

者
に

す
る

問
で
あ
る
。

ば
、
第
一

第
七
巻
の
あ
る

者
は
、

第
五

の

明
の
「

私
生
子
」
の
中
の

に

す
る

明
は
六
法
全

書
の

の

文
に
よ
る
か
を

り
た
い
と

て
い
る
。

し
て
、
第
二
巻
第
五

は

（
『
女

』
で
の

は

、

な

）
の

の

法
と

の
集

を

り
た
い

者
が
い
る
。

こ
の
よ
う
な

問

の

と
し
て
、
「

的

」
と
い
う

の
経

と

を
論

る
文

を
第
二
巻
第
八

に

し
て
い
る
。
「
信

」
に
一

し
か

ら
れ
て
い
な
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い
が
、
「

」
に
よ
る
と
、
『
女

』
の

ッ
ク
ナ
ン

ー
を

入
し
た
い
と
い

う
読
者
か
ら
の

が

い
ら
し
い
。

集
者
は
、
『
女

』
は

後
に
全
部

き

店
（

分

）

っ
て

か
れ
る
の
で
、
女

社
に
は

ッ
ク
ナ

ン

ー
の
在
庫
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

「

」
で

明
し
て
い
る
。
こ

こ
か
ら

『
女

』
の
人

が

し

る
。

三

六 

の
他

 

た
、

上
に
論

た
全
て
の

と

が
な
い

と
し
て
、

の

、
病

、

や

の

、
大

さ
ん
と
の

と
な

が

ら
れ
る
。

第
三
巻
第
一

の
「

」
に
よ
る
と
、
『
女

』
か
ら
の

と
二
重

の
問

が
大
き
く
、
「

用
す
る
前
に

い
た

の

で

が
あ
る
。

し
た
後
に

さ
れ
た
の
は
四
、
五

で
あ
る
」
。

の
上

文

に
お
い
て
、

の

と
社
会
の

に

さ
れ
、

者
た

の

を

い

く
っ
て
い
た
。

の
た

、

と
二
重

は
実
は

く
日

的
な
問

に
な

っ
て
い
た
。
『
女

』

で
は
な
く
、
『

象
』
な

流
な

で

同

よ
う
な
問

が
あ
っ
た
。

な
お
、
「
信

」
の

に
は
こ
の
コ
ラ
ム
の

を

く

し
て
い
る
読
者

が

い
。

私
は

号
の
『
女

』
と
「
信

」
を

心
に
読
ん
で
い
た
。

に
、
私
は

生
の

な

、
本
心
が

間

る

、

の

い

に
よ
っ
て
問

が
解

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

が

い
た
。

生
の

は

い
を

て
い
る
女
子
た

か
に

な

と

を

て
い
る
。（
第
二

巻
第
三

）

私
は
「
女

」
、

に

と
信

、
を
い
つ

り

し
て
読
ん

で
い
た
。
お
か

で
私
は
た
く
さ
ん
の

を

た
。

の

の
中
で
、
女

を
考

、
女

の
問

を
解

し
よ
う
と
す
る

は
か
な
り

な
い
。
本

に

あ
な
た
た

の

に
心
か
ら

し
て
い
る
。
（
第
二
巻
第
四

）

 

さ
ら
に
、
『
女

』
の
す

て
の
コ
ラ
ム
の
中
で
、
「
信

」
が
一

っ
て

い
る
と

る

者

い
る
（
第
二
巻
第
六

、
第
二
巻
第
九

）
。
た

の
社

で
は
な
い
か
と

い
た
く
な
る
か

し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に

く
の

読
者
が
「
信

」
に

を

て
い
る
こ
と
は
、
「
信

」
は

分
た

の

み

を
解

し
て
く
れ
る
と
信

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

う
。

 

た
、
第
三
巻
第
四

に
は
、
学

が

い
た

う

く

で
き
な
い

い
女

を

る
た

に
、
「
信

」
と
い
う

で

人
を
掲

し
て

し
い
と
い
う

が
あ
る
。

人
が
掲

さ
れ
て
す

の
第
三
巻
第
五

と
第
六

の
「
信

」
に
、

し
た
い
と

う
人
が
二
人
現
れ
た
。
こ
の
二
人
は
「
信

」
の
お
か

で
、

人

を

に
入
れ
て
、

を

つ

た
と

る
。
「
信

」
は
同

み

と

問
を

っ
て
い
る
女

た

を
集

て
、
大
き
い

を

っ
て
い
た
。
読

者
た

は
他
人
の

を

な
が
ら
、

分
の
生

や
現

を

し
て
い
た
の

で
あ
る
。お

わ
り
に

 

上
、
「
信

」
の

的
な

を

な
が
ら
、
「
信

」
に
お

る
読
者
と
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集
者
の

を
分
析
し
て
き
た
。

者
の

を

る
と
、
『
女

』
の
読
者
層

は
、

集
者
た

が
「

」
で

し
た

り
、

層
を
は

と
す
る
社

会
の

層
で
あ
っ
た
。
読
者
の
年

は
お

ら
く

か
ら
三

の

い
読

者
が

い
で
あ

う
。
読
者
の

は
女

が
一

い
と

わ
れ
る
。
し
か
し
、

を

る
と
、
大

の
男

読
者
と
、
子

の
読
者

一
部
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

が
、

か
ら
い

ば
、
子

の
読
者
が
「

」

の
コ
ラ
ム

を
読
ん
で
い
る

は

い
。

た
、

で
、
『
女

』
の

店
は
三

二
店

あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
上

に

い

か
ら
の

は

な
い

よ
う
に
み

る
。

れ
は
た

の

か
、

い
は
「

」
と
「
信

」
で

さ
れ
て
い
る
、
戦

に
よ
る

と

の

に
よ
る

の
か
。

 

的
な

は
、

、

と

、

学
に

す
る

が
一

い
。

者

と

わ
れ
て
い
る

子
の
「
信

」
に
お

る

は
、

女

の

の

（

な

）
と

し

っ
た
部
分

あ
る
が
、

本
的
に
は

女
の

の

と
一

し
て
い
る
。
女

の
経

的

、
女

の
教

、

の

、
健
全
な

を
前

と
し
た

の

な

、

く
の
女

解

は
「
信

」
を

し
て
『
女

』
の
読
者
た

に

ら
れ
た
。

た
、

子

は

象
的
な

で
は
な
く
、
実

の

を
と
お
し
て
よ
り

的
な

を
読
者
に

よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

し
い

の
女

に

会
し
て

よ
う
と
す
る

て
い
る
。

れ
は
同

の
他
の

に

は
な
か
な
か

ら
れ
な
い
こ
と
で
、

さ
れ
る

き
と
こ

で
あ
る
。

 

「
信

」
と
い
う
コ
ラ
ム
は
、
『
女

』
の
読
者
た

を

つ

、
読
者
と

集
者
た

の
た

の
大
き
な
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
を

っ
た
。
女

た

は

こ
で

分
の

み
を

り
、
他
人
の

を

て

を

み
た
り
し
た
。

れ
に
よ
っ

て
、
一
人
一
人
の

し
た
女

は
一
つ
の

に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、「
信

」

は
人

に
な
り
、
『
女

』
の

的
な
コ
ラ
ム
の
一
つ
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

る
と
、
「
信

」
は

か
に
『
女

』
の
「
女

か
ら
の

」
と
い
う

を

し
て
い
る
。

上

で

一
の

人

で
あ
る
『
女

』
は
、
た

の
「
文

学

に
欠

て
い
る
」

ロ

ガ
ン

で
は
な
く
、
た
と

で
は
あ
っ
て

、

の
中
国

人
、

に
上

人
を

た

人

っ
た
と
い

よ

う
。

（

）

生
『

戦

の
上

文
学
』
（
上

人

出
版
社
、
一
九
九
五
年
）

（
２
）

野
心

『

の

対

に
よ
る

』
（
文

出
版

、
一
九
七
八
年
）

（
３
）
山

紀
子
・

（
訳
）
「

（

）

子
に
お

る
『
女

』―
―

「
信

」「

」
を
中
心
に
」（
上
）
（
下
）
（『

大
学

』
第
七
号
、

八
号
、
二
〇
一
五
年

二
月
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

（

）
山

紀
子
「

（

）

子
か
ら

、
戦

下
・
上

『
女

』
に

お

る
信

―
―

「
私
た

」
の

の

く

」（
『
戦

上

ゲ
レ
ー

ー
ン

す
る
「

」
と
「

」』

誠
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）

（

）

子
「

子
の
『
女

』
に
つ
い
て
」
（『
文
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八 

年
三
月
）、
山

紀
子
「

（

）

子
か
ら

、
戦

下
・
上

 

『
女

』
に
お

る
信

―
―

「
私
た

」
の

の

く

」
（『
戦

上

ゲ
レ
ー 

ー
ン

す
る
「

」
と
「

」
』

誠
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）

（

）
第
四
巻
第
一

、
第
二

の
「
信

」
は
「

書
」
に

さ
れ
、
中
国
人

集
者

に
よ
っ
て

集
さ
れ
た
。

（

）

大

（
『
女

』
の
中
国
人

集
者
の
一
人
）
の
学

の

生

一
の

、
『
女

』

、
上

の
中
学

に

っ
て
い
た
。

）

『
上

「
女

」

』
（
中
国

大
学
、
二
〇
一
四
年
）

９
）

に
同

、
二

九
頁

「

同

『
女

』
」
（
『

』
人

文
学
出
版
社
、
二
〇

〇
一
年
）
六

四
頁

（

）

「
上

『

象
』」
（『

西
大
学

西
学

紀
要
』

第
四
七
号
、
二
〇
一
四
年
四
月
）

（

）

に
同
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（

）

子
「
『
女

』

号
に

ら
れ
た

ッ

ー
ジ
」
（
『

文

』 
 

 

第
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）

）

に
同

、
二

五

二
、
二

五

四
頁

（

）

子
「
女
子
の

」
（
『

人
公
論
』
一
九
一
六
年
一
月
）

（

）

子
「

か
ら
の
精
神

を

な
さ
い
」
（
『
新
女

』
一
九
三
八
年
一

月
）

（

）

戸

『

子
』
（
文
藝

、
一
九
八
三
年
）
を

。

（

）

『

』
（

出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

八

四
頁

 

中
国

引
用
の
訳
文
は
全
て

訳
に
よ
る
。

文
引
用
の

、

は
新

に

た
。

う 
、

大
学
大
学
院

後

在
学
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巻・ 年 学

・ ２ 女２ ― ― 大学

・ ３ 女３ 学生 ― ２

・ 女 ― ―

・ ３ 女３ ― ―

・ ３ 女２ ― 学 ２

・９ ３ 女３ ― 学生 学 大学

・ ３ 女３ ２ ― ― ２

・ ３ 女３ ２ ― 大学

・ ２ ３ 女３ ― ― ３

２・ 女
２

女 教 学 ２ ２

２・２ 女 ２ 学生２ 大学２ ３

２・３ 女 ３ ２ ２

２・ 女 ２ 女 学生 学２ 中学 ３ ２

２・ 女 ２ ― 学 ３

２・ 女
３

学生 ２

２・ 女 男 会 ― ３ ２

２・ 女 男２ 人 中学２
３ ２

２・９ 女 男３ ― ― ２

２・ 女２男３
２

人 学生 中学 ３

２・ 女 男 ― 学生２ 中学

２・ ２ 女 男３
２

い 会 学 ２ ３ ２ ２

 

− 14 −− 15 −
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３・ 女 男
い 会社

学生

教 たことがな

い 中学
２

３・２ 女 男３
２

２

い 店 学

生
中学３

３・３ ９ 女 男
３

２

教 ２ 学生 会社 学 中学

３・ 女３男
２

会社 い

学生
学 中学

３・ 女９男２
２ 学生 女 教 学 中学２

２ ２

３・ ９ 女 男３ 会 い 学３

３・ 女３男２ 女
２

中学

３・ 女３男
３

会社 学生２
学２ 中学

大学
２

３・９ 女 学生２ 中学 ２

３・ ９ 女 男 学生２ 人
教 を たことが

ない 中学３
２

３・ 女３男 学生 中学
２ ２

３・ ２ 女３男３
３

人 学生２ 教 学 中学 ２

・ 女 男３ い 会社 ―
２ ２ ２

・２ 女 男２
３ 学生 会社

学

・ ・ 学 ・ ・ 女 に する 問 アド イス・ 問・

文・ ・ 入な 人間 の他 病 ・ の な 同 者が二 していること

あるが の 上 全て として ている 読者の 人 は全て 者が した のによる なお

者の な の 人 に がない は で示した

女 や に男 を引き て店の 入を増 さ るサ スを う女

２ 女 ンス ル経 者に を引き るた に われ と る女 のことである  

− 14 −− 15 −

戦時下の上海における田村俊子の声


